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１ 国民健康保険料（税）の賦課（課税）限度額について

国民健康保険料（税）は世帯に対して賦課（課税）されるが、被保険者の納付意欲に与える影響

や制度の円滑な運営を確保する観点から、賦課（課税）区分毎に一定の限度が設けられている。

なお、現在の賦課（課税）限度額は以下のとおり。

【令和３年度賦課（課税）限度額】

基礎賦課分 後期高齢者支援金賦課分 介護納付金賦課分 合 計

６３万円 １９万円 １７万円 ９９万円

２ 賦課（課税）限度額の見直しについて

高齢化の進展等により医療給付費等が増加する一方で、被保険者の所得が十分に伸びない

状況において、保険料負担の上限を引き上げずに、保険料率の引上げにより必要な保険料収入

を確保することとした場合、中間所得層の負担が重くなることから、現在、国において令和４年度

の国民健康保険料（税）に係る賦課（課税）限度額について、引き上げの検討が行われているとこ

ろである。なお、具体的な検討内容については、次頁のとおり。

【賦課（課税）限度額の引き上げ（令和４年度）】（案）

基礎賦課分 後期高齢者支援金賦課分 介護納付金賦課分 合 計

６５万円 ２０万円 １７万円 １０２万円
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